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1 目的 
 記念行事は、ある集団に過去の出来事にかんする特定の意味と価値を与える社会的実践である
（Connerton 1989=2011）という。本報告は、インドネシア・アチェのスマトラ島沖地震をめぐる
記念行事において 2004 年の津波にいかなる意味が与えられているのかを考察することを目的と
する。スマトラ島沖地震最大の被災地であるインドネシア・アチェ州は、世界最大のムスリム人
口を誇るインドネシアのなかでも、唯一イスラーム法シャリーアが自治法として制定されている
特別州である。かかる地域の津波記念行事における災禍の宗教的意味づけを、苦難の神義論とい
う観点から解釈することを試み、またその意味づけがどのような文脈に支えられているのかを考
察する。 
 
2 方法 
 2014 年から 2016 年にかけてインドネシア・アチェ州バンダアチェ市で実施したフィールドワ
ークで得られたデータをもとに上記の問題を考察する。個人の語りや神学的論争、インターネッ
ト上の言説を主たる分析対象としてきた従来の研究を踏まえた上で、本研究は公式の記念式典に
おける儀礼や語りを検討する。主たる分析対象は、震災の翌年以降アチェ州が実施する公式の津
波記念行事、とりわけ 2015年の 11周年津波記念式典における儀礼や語りである。 
 
3 結果 
 スマトラ島沖地震をめぐる津波記念式典における儀礼や語りは、アチェのイスラーム文化によ
って最もよく特徴づけられる。そこでは未曾有の災害の背後に神の智慧を措定したうえで、亡く
なった者には死後の救いを約束するとともに、生き残った人々には信仰を新たにする機会として、
苦しみを意味づける弁証論が語られた。こうした語りのリアリティはしかしながら、神学的言説
とは区別されるアチェにおける悼みの日常的文脈に基礎づけられている。「強く敬虔なアチェ人」
というアイデンティティを形作る日常生活における諸実践がこうした災害理解を支える一要素
であると考えられる。 
 
4 結論 
 以上から、アチェの津波記念式典を苦難の神義論という観点からある程度解釈可能であるこ
とが示された。しかしながら、津波の語りにおける「救い」のリアリティは、知識人層を主た
る担い手とする神学的言説によってのみ支えられているわけではない。苦難からの救いにかん
するリアリティは、神を弁護するため
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の日常に根づいた実践的方向づけにこそ基礎づけられるのである。 
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